
〜要介護者を取り巻く環境と肺炎の関連性について〜
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施設概要（社会福祉法人 千草会）

マイネスハウス福重
＊ユニット個室型特別養護老人ホーム
＊介護付ケアハウス
＊小規模多機能型居宅介護施設

マイネスハウス前原

＊特別養護老人ホーム

＊短期入所生活介護

＊通所介護

＊訪問介護

＊認知症対応型共同生活介護

＊住宅型有料老人ホーム

＊地域密着型通所介護

＊糸島市前原地域包括支援センター

＊生きがいデイ教室



背景

現在、我が国は超高齢社会に突入し、認知症患者は500万人を突破し

ている。

また、日本の肺炎による死亡者の97.3％は65歳以上が占め、肺炎の

多くは誤嚥の関与があるとする報告がある。

認知症は摂食機能や嚥下機能など身体の基本的動作に多大な

影響を及ぼす為、肺炎になるリスクを増大させる疾病の一つである。

さらに、肺炎の発症、経過、治癒におけるどの過程においても身

体の免疫力が大いに影響を及ぼすことが言われている。



目的

当施設は、設立当初より入居者が健やかに安心して過ご

せる為に、室温・湿度の管理の徹底や身体異変の早期発見、

迅速な対応を行い、また、口腔ケアや嚥下機能に合わせた食

形態の対応も行ってきた。

今回、我々は死因３位の肺炎に深い関連性が言われている

要介護高齢者の誤嚥性肺炎やインフルエンザなどの感染症予

防に対し、居住環境（室温・湿度）や口腔環境が重要な影響を与

えていると考え、取り組んできた取り組みを報告する。



調査方法

１）対象施設 特別養護老人ホーム マイネスハウス

２）対象期間

①肺炎発症率の分析期間：平成28年4月～平成29年3月

②肺炎罹患率年次推移の分析期間：平成25年１月〜平成29年12月

③足浴効果分析期間：平成29年12月19日〜平成29年1月2日

④口腔清掃効果評価時期：平成29年11月

⑤感染症入居者の動向：平成28年4月～平成29年3月

３）対象者

①肺炎発症率及び罹患率年次推移分析対象者：特養50名

②足浴効果分析：特養３名

③口腔清掃効果の評価対象者：特養5名

④感染症入居者の動向：特養4名



88％

12％

特養入居者の内訳

入居者男女比率（n＝50)

女性44人

男性６人
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16%

38%
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要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

特養入居者の要介護度区分

要介護の割合（n＝50)

（2名） （８名） （19名） （21名）





体の免疫システム

＝ 顆粒球＋リンパ球

体温

活性化

体温が下がると免疫力も下がる
引用：「体温免疫力」安保徹（新潟大学大学院免疫学・医動物学分野教授）

体温の上昇による抵抗力アップ
体温が１度上昇すると免疫力５～６倍アップする
体温が１度下がると免疫力が３０％下がる



筋肉量低下

ストレス血流低下

低体温
高齢者によく見られる症状



高齢者の体温管理

＊高齢者に配慮した空気基準値

夏季：25±２℃ 冬季：23±２℃
参考：「高齢者のための建築環境」日本建築学会編

＊当施設居室の温度管理

夏季：２５℃にするため、冷房２６℃～２８℃（随時調整）

冬季：２２℃にするため、暖房２５℃～２６℃（随時調整）



室温湿度計



＊建築物衛生法環境衛生管理基準の相対湿度

４０〜７０％

＊「空気が乾燥すると、気道粘膜の防御機能が低下し、インフル
エンザにかかりやすくなります。特に乾燥しやすい室内では、
加湿器など使って適切な湿度（５０〜６０％）を保つことも効果
的です。」

引用：厚生労働省ウエブサイト2017

＊当施設居室の湿度管理（加湿器を使用し、調節）

夏季：４０～６０％
冬季：５０～６０％

＊夏季の高湿度状態は不快感を高めるだけでなく、アレルギー疾患などと
の関連が指摘されている好湿性真菌やダニの増殖を招きやすくなるため
低めの湿度に調整している。









湯たんぽ設置



足浴法と効果

・足浴の方法は40〜42℃程度のお湯に、10〜15分間ぐらい
浸かることが多い。
・暖められた足の部分の血液の循環が良くなり、下腿の筋肉
内に貯留した乳酸など疲労物質が取り去られることで疲労を
軽減させる。
・足の浮腫や冷え性の軽減効果、眠りが誘発される効果が
ある。
・ゆっくり加温するために副交感神経活動が促進され、リラ
クゼーションなどに効果がある。

１）

２）

３）



足浴の注意点

・足浴は若年健常男子を被験者とした研究では、全身循環に
大きな負担をかけることなく、かつ末梢循環を促進させ、
維持させ、自立神経活動に関しては、足浴後に副交感神経
活動を賦活化させ、交感神経活動を抑制すること が報告さ
れた。
一方、足浴時の加齢の影響を報告した研究より、足浴は
全身浴に比べ加温効果が緩徐であるため、高齢者にとって
安全な方法である。しかし若年者に比べ、高齢者は小さな
加温効果でも血圧を中心とした循環動態の変化が見られる
との報告があるため、十分注意して足浴をすることが必要で
ある。

４）

５）



足浴前

バイタル測定

看護師による



足浴

足浴前
湯温確認



足浴後

バイタル測定

看護師による
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肺炎発症率の分析
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肺炎罹患率年次推移の分析
（平成25年1月〜平成29年12月）
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湯たんぽ・加湿器入居者全員分整備完了



足浴効果の分析

・特養入居者３名に対して足浴した７日間としない
７日間で入眠時間に違いが出るか調査したところ、
有意差は出なかった。

・入眠時間や睡眠時間の大きな違いは見られなかった
が、足浴中や足浴後に「気持ちがいい」などの言葉
が多く聞かれ、精神的に良い影響が見られた。



口腔環境と肺炎



注）2017年の順位も変動なし

65歳以上死因１位は肺炎













＊ ＊＊



＊セチルピリジニウム塩化物水和物

口中で頻繁に遭遇する病原細菌である
溶血性連鎖球菌や黄色ブドウ球菌またカンジダ等の

真菌に強力な殺菌作用を示す。

＊＊クロルヘキシジングルコン酸塩

MRSAや緑膿菌などの一般細菌の菌体表面のマイナス
荷電を破壊し、細胞膜を破壊して殺菌効果を示す。



循環式空気殺菌灯消毒・殺菌保管庫

用具は定期的に薬液消毒 内部の紫外線ランプにより空気中の
枯草菌（好気性桿菌：芽胞）を99.9%殺菌

することが可能



視線が上からの歯磨きの見守り・仕上げ磨き



座って見守り 口腔位置と同じ目線で仕上げ磨き

舌磨きなど介護職も同じ動作をしながら行う





PCR（plaque control record)
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20%

n＝5



平成28年度 感染症入居者動向

入居者 感染症保有
時期

感染症の
種類

栄養摂取法 マウス
ウォッシュ

残存歯 感染症
治癒時期

Ａさん Ｈ28.2.8 ＭＲＳＡ 経口 コンクールＦ 0
（上下総義歯）

Ｈ28.4.7

Ｂさん Ｈ28.6.7 ＭＲＳＡ 経口 コンクールＦ 14
(上額総義歯）

Ｈ28.10.28

Ｃさん Ｈ28.10.15 緑膿菌 経口 コンクールＦ 0
（上下総義歯）

Ｈ28.11.11

Ｄさん Ｈ28.5.20 緑膿菌 経管 コンクールＦ 0
（義歯なし）

Ｈ28.10.20
死亡

(n=4)



口腔ケアは口腔vs術者の
目線の位置関係が重要！！



考察

当施設は室温・湿度の管理の徹底により、肺炎による受診

率、肺炎罹患率の割合が低いことがわかった。

また個々の介護職、特に今回は当施設勤務年数により口腔清

掃効果に違いが出たことで、当施設の目指す手技手法の理

解度に差がある可能性があるため、現場でのフォローが必要

なことがわかった。



結語

今回の発表に際し、当施設で取り組んできた室温・湿度

の管理の徹底や口腔ケアへの取り組みへの実態調査、分

析を行うことで、居住環境整備や口腔ケアが肺炎へのリ

スクを回避し、肺炎予防に役立っていることを再認識でき

た。

今後も入居者の方々が安心して暮らせるように取り組み

を継続していこうと思う。



ご静聴ありがとうございました
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